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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

バスが来ましたよ
由美村　嬉々／文
松本　春野／絵

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,422冊
（令和５年３月時点）

　全
盲
に
な
っ
た
男
性
が
、
小
学
生
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
続
け
た
バ
ス
通
勤
。
「
バ
ス
が
来
ま
し
た
よ
」
そ
の

声
は
や
が
て
、
次
々
と
受
継
が
れ
る
。
小
さ
な
親
切
の

リ
レ
ー
の
物
語
。

荒地の家族
佐藤　厚志／著

　40
歳
の
植
木
職
人
・
坂
井
祐
治
は
、
津
波
で
仕
事
道

具
を
さ
ら
わ
れ
、
そ
の
2
年
後
に
妻
を
病
気
で
失
う
。

誰
も
が
何
か
を
失
い
、
元
の
生
活
に
は
戻
ら
な
い
。
仙

台
在
住
の
書
店
員
作
家
が
描
く
、
止
む
こ
と
の
な
い
渇

き
と
痛
み
。

手
を
合
は
す
若
き
等
の
挨
拶

我
も
ま
た
孫
娘
迎
え
る
に
掌
を
合
わ
せ
や
り
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
紅
白
梅
・
桜
花
、
北
帰
行

　行
末
に
の
ぞ
み
を
】

津
波
去
り
一
と
ま
わ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
止
ま
れ
り

石
籠
の
煙
が
い
ま
も
目
の
裏

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　景

　山

　晃

　佑
（
仙
　台
　市
）

　

※

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
と
ま
わ
り
十
二
年
。
に
わ
か
仕
立
て
の
ブ
ロ
ッ

　
　ク
の
か
ま
ど
で
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
当
時
の
人
々
の
姿
が
目
の
裏

　
　に
や
き
つ
い
て
い
る
。

背
を
ま
る
め
暮
し
た
季
も
今
は
去
り

桜
花
の
舞
ひ
に
気
分
浮
き
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

大
学
は
都
会
で
学
ぶ
と
孫
娘
の
旅

送
る
祖
父
母
の
う
れ
し
涙
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

白
鳥
の
声
の
た
か
な
り
二
十
五
羽

早
朝
列
な
す
北
帰
行
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

日
々
喜
々
と
女
孫
の
成
長
ほ
こ
ら
し
き

紅
梅
の
花
咲
く
祝
ふ
が
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

美
少
女
の
長
髪
ゆ
れ
て
紅
梅
ひ
ら
り

ひ
と
ひ
ら
頬
染
め
永
遠
の
恋
し
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

　

※

女
孫
美
成
ち
ゃ
ん
に
贈
る
一
首
。

女
孫
好
き
英
語
の
学
び
早
春
賦

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　風
（
光
子
）（
真
　木
　野
）

　

※

早
春
賦…

季
語
。
「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
」
と
続
く
。

　
　作
詞 

吉
丸
一
昌
、
作
曲 

中
田 

章
の
曲
名
に
も
な
っ
て
い
る
。

北
帰
行
朝
日
の
帯
の
最
上
川

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

春
の
空
見
上
げ
心
の
は
ず
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

雪
解
け
や
小
銭
散
ら
ば
る
道
祖
神

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

飛
機
雲
の
縦
横
無
尽
さ
く
ら
開
花

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

交
番
の
赤
き
灯
廻
る
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

念
仏
や
声
も
と
ぎ
れ
る
春
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

春
ひ
と
日
般
若
心
経
書
写
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

ふ
と
み
れ
ば
土
手
に
チ
ラ
ホ
ラ
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

公
園
の
花
壇
に
咲
い
た
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

久
び
さ
に
花
び
ら
ツ
マ
ミ
の
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

渡
し
舟
岸
辺
輝
や
く
猫
や
な
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

春
の
川
草
木
の
エ
キ
ス
解
け
た
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

髪
切
り
て
娘
の
肩
に
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　淳

　子
（
ロ
ー
マ
市
）

鳥
曇
り
そ
ろ
そ
ろ
友
の
帰
宅
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　
　
　笑
（
ロ
ー
マ
市
）

　当
季
三
つ
物
連
句

陽
の
恵
み
受
け
て
膨
ら
む
木
の
芽
か
な

　蝌
蚪
勇
躍
に
盛
る
村
々

野
を
駆
け
る
子
等
は
日
本
の
宝
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　
　付
合
句

川
風
や
郷
愁
さ
そ
ふ
猫
柳

　
　
　
　
　田 

中  

正 

子
（
新
庄
市
）

　ロ
ー
カ
ル
線
の
鉄
路
錆
び
ゆ
く

　
　井 

上  

玲 

虹
（

　野

　）

俳

　句

　
早
春
に
つ
ん
だ
よ
も
ぎ
は
香
り
が
よ
く
柔
ら
か

い
た
め
、
食
用
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
よ
も
ぎ
は

古
く
か
ら
薬
効
が
知
ら
れ
て
お
り
「
和
製
ハ
ー

ブ
」
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
舟
形
小
・
中
学
校
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
舟
形
産
の
お
い
し
い
食
材
を
た

く
さ
ん
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

●
作
り
方

①
大
き
め
の
鍋
に
、
水
１
Ｌ
に
対
し
重
曹
小
さ
じ
１
、
塩
を

　
小
さ
じ
半
分
を
入
れ
、
２
分
間
よ
も
ぎ
を
湯
が
く
。

②
３
回
冷
水
を
替
え
て
水
気
を
絞
る
。

③
す
り
鉢
で
ヨ
モ
ギ
を
す
り
潰
し
、
砂
糖
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

④
白
玉
粉
と
豆
腐
を
入
れ
て
つ
ぶ
つ
ぶ
が
な
く
な
る
よ
う
に

　
混
ぜ
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
柔
ら
か
さ
で
ま
と
め
、
ま
る
め

　
て
少
し
中
央
を
つ
ぶ
す
。

⑤
沸
騰
し
た
お
湯
で
茹
で
、
浮
上
が
っ
た
ら
冷
水
に
１
分
半

　
さ
ら
す
。

⑥
お
好
み
で
あ
ん
こ
や
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
を
か
け
て
完
成
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３
２
）０
９
４
７

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３
２
）２
３
７
９

よ
も
ぎ
の
白
玉
豆
腐
団
子

穀
雨
４
月
20
日
〜
５
月
５
日

こ
く 

う

●
材
料
（
３
人
分
）
　

よ
も
ぎ（
水
切
り
）
　
44
ｇ

白
玉
粉
　
　
　  

１
１
０ｇ

絹
ご
し
豆
腐（
水
切
り
な
し
）

　
　
　
　
　
　  

１
０
０ｇ

き
び
砂
糖
　
　
　  

　
20
ｇ

あ
ん
こ
　
　
　
　  

　
30
ｇ

「
雨
降
っ
て
百
穀
を
潤
す
」と
い
う
言
葉
が
語
源
で
、

種
ま
き
や
田
植
え
を
始
め
る
目
安
と
さ
れ
る
日
。

第12話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
探
究
的 

▼
夢
は
？

　
地
元
を
盛
り
上
げ
る
。

▼
趣
味
は
？ 

　
音
楽

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
人
。
空
気
。
ご
飯
。

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
も
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
い
て
熱
い
町

▼
尊
敬
す
る
人 

　
家
族
。
愛
し
て
い
ま
す
。

▼
祝
賀
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
一
言

　
家
族
、
仲
間
を
大
切
に
、
か
っ
こ
よ
く
歳
を

　
と
っ
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

井
上 

絢
翔
さ
ん
（
福
寿
野
）

け
ん
し
ょ
う

男
女
計
世帯

人口と世帯（3/31現在）
：2,370人
：2,474人
：4,844人
：1,845世帯

（－17）
（－17）
（－34）
（－3）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（3/1現在）
：2,077人
：2,192人
：4,269人

（  ）は前月比

Ｖol.12

4月11日（火）の入学お祝い給食
千草和え

ごはん
（舟形産はえぬき使用）

（舟形産くきたち菜使用）

わかめのみそ汁

牛乳鶏のから揚げ

お祝いデザート

二
十
歳
の
祝
賀
会
を
迎
え
ま
す
！

５月の納期

●軽自動車税
●固定資産税　第１期

※５月31日（水）まで忘れずに納付しましょう。

○２月のタバコ税は1,731,700円
○５月の舟形若あゆ温泉の休館日は10日（水）

は

　な

　ば

　な

ひ

と
き

ま  

ご

て

さ
く
ら

カ
マ
ド

き  

き

ま  

ご

う  

め

う  

め

と  

わ

め
ま
ご

ひ
か
り

そ
う
し
ゅ
ん
ぶ


